
令和７年２月７日   

議会報告・意見交換会報告書 

 

天童市議会議長  様 

代表者 鈴木 照一 

記録員 半田 大介 

班 員 佐藤 俊弥 

班 員 野口さつき 

 

議会報告・意見交換会を開催したので、その概要を下記の通り、報告します。 

 

記 

1 日時  令和 7 年 1 月 19 日（日）午前 10 時～ 

2 会場  天童市総合福祉センター 

3 意見交換のテーマ  福祉・子育て環境について 

 

 

 

 

 

 

 

4 意見交換の内容（議

会・議員に対する意見、

提言、要望等） 

参加者の意見等 取扱 

福祉関連 

 

1 福祉関連の相談窓口について 

(ア) 高齢家族の退院後、各種制度利用や手続き

についての相談を誰にして良いのか悩んだ。

地域の民生委員で良いのか、市の窓口なのか、

わかりやすい案内や周知方法を検討してほし

い。 

 

(イ) 民生委員の役割がはっきりしない（わかり

にくい）ので相談しにくい。 

 

(ウ) 年末年始等に病院に行きたい場合、内科や

外科は市報に掲載されているが、それ以外の

科の担当医院の情報が少なく不安、市報には

詳細を掲載してほしい 
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子育て支援関連 

 

1 学童への支援について 

 

(ア) 子どもが学童にお世話になっていた時、職員

の先生たちから子供に関われる人員が足り

ないなどの話を聞いてきたし、その現場を見

てきた。行政として何か手立てをとってサポ

ートはできないか。 

 

(イ) 学童で働いているが、施設や設備などハード

面については行政からの支援で課題は解決

しつつあるが、ソフト面での課題が顕著化し

つつある。 

職員数の問題として、近年配慮が必要なお子

さんが増えており、そういったお子さんに対

してはマンツーマンで見守る必要があるた

め、指導員の絶対数が現状の人員では賄えて

いない、そういったお子さんは放課後デイサ

ービスも利用しているが、毎日通えるわけで

はないため、保護者目線で見ても学童と放課

後等デイサービスへの二重の負担（出費）に

なっている現状がある。 

待遇面については、若い職員が入ったのに待

遇の良い他県（特に都市部）へ転職する事例

も多く、学童協会の自助努力だけでは安定し

た人材確保も困難な状況である。 
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2 放課後の子ども（児童）の過ごし方について 

 

(ア) 最近は子どもだけに留守番させるのも不

安。学童に通っていない子どもが安心して

放課を過ごせる場所や環境が必要と考え

る。 

行きたいときに安心して行ける場所、年齢

に合った過ごし方ができる環境が欲しい。 

 

 

3 学校区の見直しについて 

 

子どもの数が減少している学校も多いと聞く

が、学校区の見直しなどの話は出ているのか。 
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※取扱区分 ①要望・意見として伺うもの 

      ②執行部に伝えるもの 

      ③執行部からの回答を要するもの 


